
矢絣
や がすり

卒業式などで見られる着物の柄。
射るとまっすぐに飛んでいく矢羽
根にちなみ、「これから社会に羽ば
たき、まっすぐに進んでいく」とい
う願いを込めているそうです。

矢
羽
根
袴

弓矢の矢羽根の形。
明治時代、袴と合わせた着物
の柄として流行。
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